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金融コングロマリットにおけるコーポレー ト･ガ
バナンスを検討し､各国の経営体制の現状を明ら
かにすることを目的とする｡まず､経済先進国に
おけるコーポレー ト･ガバナンスの問題点を検討
する｡つぎに､金融コングロマリットにコーポレー
ト･ガバナンスの構築が求められる理由と背景を
提示する｡また､経済先進国の金融コングロマリッ
トにおけるコーポレー ト･ガバナンスの現状を検
討し､特徴と問題点を抽出する｡また､抽出した
問題点から､今後の金融コングロマリットに求め
られるコーポレー ト･ガバナンスへの展望を提示
したい｡
4つ目の章 ｢金融コングロマリットの企業独自
原則｣では､金融コングロマリットのコーポレー
ト･ガバナンス構築を強化するうえで､企業独自
原則を策定することの有効性を明らかにすること
を目的とする｡まず､コーポレー ト･ガバナンス
原則と企業独自原則との関係性について考察する｡
つぎに､欧米の金融コングロマリットが企業独自
原則を策定するようになった背景を検討する｡ま
た､欧米の金融コングロマリットにおける企業独
自原則の内容を詳細に検討する｡そして､それぞ
れの金融コングロマリットにおける企業独自原則
の目的を明らかにする｡さらに､金融コングロマ
リットにおける企業独自原則策定の有用性を明ら
かにするとともに､今後の展望を提示する｡
5つ目の章 ｢日本の金融コングロマリットにお
ける企業独自原則への展望一企業独自原則の策定
と実践に向けて-｣では､日本の金融コングロマ
リットにおけるコーポレー ト･ガバナンスを改革
するために､企業独自原則の策定と実践に向けて
提言することを目的とする｡まず､日本における
金融コングロマリットの定義と問題点について検
討する｡つぎに､日本の金融コングロマリットの
コーポレー ト･ガバナンスを比較し､問題点を明
らかにする｡また､金融コングロマリットにおけ
る企業独自原則の策定と実践に向けて提言をする｡
本研究は､企業不祥事が発生しやすく､企業競
争力が相対的に低下している金融コングロマリッ
トにおいて､健全経営化と効率経営化を同時に達
成できる経営体制の構築を目指すものである｡そ
して､金融コングロマリットにおけるコーポレー
ト･ガバナンスの構築を促進するために､金融監
督を行う公的国際機関におけるコーポレー ト･ガ
バナンス原則の策定と金融コングロマリットにお
ける企業独自原則の策定に対して､それぞれ展望
を提示する｡
